
































































































王 年 碑 並行 人物
朝 号 左右 縦線 単独 相対 菩薩
左 ○ 植物系 ○ ○ ○ ○
右 ○ 植物系 ○ ○ ○ ○
左 ○ 過渡的植物系 ○
右
左 ○ 抽象化系
右 ○ 抽象化系 ○ ○
左 ○ 抽象化系 ○ ○
右 ○ 抽象化系 ○ ○
627 左 ○ 抽象化系 ○ ○
649 右
左 ○ 過渡的植物系 ○ ○
右 ○ 過渡的植物系 ○ ○
左 ○ 植物系 ○ ○ ○
右 ○ 植物系 ○ ○ ○
左 ○ 抽象化系 ○ ○ ○
右 ○ 抽象化系 ○ ○ ○
左 ○ 動物系 ○ ○ ○
右 ○ 動物系 ○ ○ ○
左 ○ 植物系 ○ ○ ○
右 ○ 植物系 ○ ○ ○
左 ○ 植物系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
右 ○ 植物系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
左 ○ 植物系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
右 ○ 植物系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
左 ○ 植物系 ○ ○ ○ ○
右 ○ 植物系 ○ ○ ○ ○
左 ○ 植物系 ○ ○
右 ○ 植物系 ○ ○
左 ○ 植物系 ○ ○ ○ ○
右 ○ 植物系 ○ ○ ○ ○
左 ○ 動物系 ○ ○ ○
右 ○ 動物系 ○ ○ ○
左 ○ 植物系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
右 ○ 植物系 ○ ○ ○ ○ ○ ○
左
右 ○ 植物系 ○ ○ ○ ○
左 ○ 植物系 ○ ○ ○ ○ ○
右 ○ 植物系 ○ ○ ○ ○ ○
左 ○ 植物系 ○ ○ ○ ○ ○
右 ○ 植物系 ○ ○ ○ ○ ○
左 植物系 ○ ○
右 植物系 ○ ○
左 ○ ○ 動物系 ○ ○ ○
篆書千字序碑 乾徳 右 ○ ○ 動物系 ○ ○ ○
周 植物系
左 植物系 ○ ○ ○ ○
折継閔神道碑 右 植物系 ○ ○ ○ ○
周 植物系
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る過渡期の作例と考えてよいのではないかと思
われる。前者には獣面はなく，２本の相対波状
曲線によって紡錘形を８箇所，後者は上下端に
獣面を配し，紡錘形を４箇所つくる。抽象化系
モティーフ作例の空間分割や配置構成と大きな
相違はないが，文様構造には変化が見られる。
【霊化寺大徳智該法師碑（639）】
　図５の智該法師碑では，上方から反転してき
た曲線①に，先端が反転せずに下方に尖って流
れるＣ字形②，その内部にＣ字形の付け根より
分岐反転したＣ字形③が配される。Ｃ字形②は
背中に動物系モティーフ文様と同様の渦巻き
(a)をつけるが，動物系や抽象化系モティーフ
の作例に見るものより大きめにと変化してきて
いる。Ｃ字形③ではこれがさらに大きくなっ
て，Ｃ字形に付加されたものというよりは，主
体的なものに変わり，すでにＣ字形というより
は，全体として掌状になっている。Ｃ字形②の
先端が閉じずに下方に長く伸びるようになった
のは，李愍碑や道因法師碑の両端が反転して閉
じたＣ字形であったことに比べると大きな変化
である。また③の先端部分に三角形状の④がつ
けられているのは，道因法師碑の２段Ｃ字形の
背面Ｃ字形の付け根から伸びていた④の変形と
してよいであろう。Ｃ字形は雲気文，龍文とい
った非現実的な神怪性を強く印象させるが，そ
のＣ字形の変形や喪失に，現実的な植物系モテ
ィーフ文様への造形展開の一端を見ることがで
きよう。
【道徳寺碑（658）】
　図５の道徳寺碑では珍しく下方から上方へと
巻き込んだ曲線①に単位文様が続く。この単位
文様ではすでに明瞭な形でＣ字形は表されない
が，基本構造はやはりＣ字形の巻き込みで，①
より下向きに反転する②，それより上方に反転
する③，②と③の間に挿入された④の３つから
なる。Ｃ字形③の先端には⑤が加えられてい
る。この単位文様では，智該法師碑のようなＣ
字形の痕跡も消えて，太く大きくなった渦巻き
が肉厚の葉状になり，植物的な印象はさらに強
くなっている。道徳寺碑
李愍碑
道因法師碑
霊化寺大徳智該法師碑
図５　抽象化系から植物系モティーフへの造形展開
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　以上のように文様構造を見てくると，単位文
様の構造展開は，李愍碑（649）→道因法師碑
（658）→智該法師碑（639）→道徳寺碑（658）
となるが，その制作年代は639～658年の20年間
で前後する。これは７世紀半ばが抽象化系モテ
ィーフから植物系モティーフ文様への転換期で
あったと理解すべきことを示すものであろう。
　以上の空間分割とモティーフの問題は，今回
の調査において特に気になった点であるが，対
象作例の採拓や本格的な写真撮影はこれからの
作業であり，詳細な考察は，今後の資料収集作
業の進展と共同研究の成果を待って改めておこ
ないたい。
注
１）趙力光「西安碑林歴史述略」，高峡主編『西安碑
林全集』総巻冊，広東経済出版社・深圳海天出
版社，1999年。
２）西安碑林の歴史と現状，研究状況，国際学術共
同研究協定の締結経緯などについては，山本謙
治「西安碑林博物館と館蔵碑誌装飾文様につい
て」『阪南論集　人文・自然科学編』第42巻第２
号，2007年，を参照されたい。
３）陳忠凱等編『西安碑林博物館蔵碑刻総目提要』，
綫装書局，2006年
４）わが国で最初に西安碑林碑石の装飾文様を取り
上げたのは長広敏雄であるが，植物唐草の展開
を述べるために，①道因法師碑・②隆闡法師碑・
③法蔵禅師塔銘・④大智禅師碑・⑤梁守謙碑・
⑥玄秘塔碑の６作品を問題化しただけであった。
長広敏雄「唐代の唐草文様」『仏教芸術』８号，
毎日新聞社，1950年。この後，今日に至るまで，
他の碑石文様が積極的に紹介されることはなか
った。
５）来村多加史氏よりこの横線は昇仙図に描かれる
舟であり，縦線は引綱に由来するのではないか
という御意見をいただいたが，現在のところ，
こうした縦長の長方形空間に対応するような昇
仙図の作例を見出し得ていないので，今後の課
題とする。
６）植物系モティーフの場合は主軸となる波状曲線
は茎であることが明確なものが多いが，その他
の場合は一概に決め難い。文様名称のモティー
フ語と形式語の区別については，山本謙治「装
飾文様史の課題」（笠井昌昭編『文化史学の挑戦』
所収，思文閣出版，2005年）を参照。
７）長広敏雄『大同石佛藝術論』，高桐書院，1946年，
117-174ページ。
８）〈動因〉とはある文様表現を導き出すきっかけと
なったもの。〈動因〉は一見して判断できる〈題
材〉とは異なる。例えば，波形をした文様があ
る場合，波が〈題材〉だとすれば，その文様は
自然界の〈波〉そのものを直接に文様化したも
のである。波が〈動因〉だとすれば，その文様
は自然界の〈波の形〉が刺激となって創造され
た曲線文様だということになる。両者の形が一
見して類似していたとしても，両者は造形的に
まったく別系統の文様であり，その文様構造も
異なってくる。これを両者ともに波文として題
材分類して系統づけてしまえば，造形史として
は明らかな誤りである。従来の文様史研究は〈題
材〉中心であったため，〈動因〉に基づく分類や
系統化は今後の新たな課題である。
９）膨大な数の作例を対象とする文様史研究の場合，
題材とその系統の分類は第一の課題となる。し
かしこのような作業はあくまで文様研究の前提
作業であって目的ではない。文様は〈形の伝播〉
や〈形の連続と変化〉といった造形的な問題を
考える時に，もっとも有効な材料となる。それ
ぞれの地域・時代・文化圏における造形力・造
形原理の相違を比較検討しようとした時に，あ
らゆる造形領域，地域，時代に存在する文様は，
極めて豊富な資料を提供してくれる。また東西
アジアのような広域で造形性を比較するには，
異なる主題よりも同一の主題の作品を比較した
方が有効である。
（2007年12月13日受付）
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